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【加賀美】生協の事業に関わる、最近のホッ
トイシューの 1つが現金を使わない決済手
段、いわゆるキャッシュレス決済（以下、
キャッシュレス）への対応だと思います。
　様々な生協のなかでも、このキャッシュ
レスに、先駆的に取り組んできたのが大学
生協です。今回は、そのキャッシュレス化
の実践についてお伺いしたいと思います。
始めに、昨年に発足した「大学生協事業連
合」と全国の大学生協の概況をお伺いでき
ますか。

【関口】全国連合会である全国大学生活協
同組合連合会には約 240 の大学生協などが
加盟しています。そのなかで、私は大学生
協事業連合という組織に属しています。
　事業連合は各大学生協が連携して共同仕
入れを行うなど、各大学生協の事業を支え
る役割を担う組織で、その点では地域生協
の事業連合と変わりはありません。
　2019 年現在、大学生協の事業連合は全
国に２つだけとなりました。私どもの大学
生協事業連合と、大学生協中国・四国事業
連合の２つです。昨年の 11 月１日に６つ
の事業連合（北海道・東北・東京・東海・
関西北陸・九州）が結集して発足したのが、
大学生協事業連合です。もともとは地域エ
リアごとに事業連合が 10 あったのですが、
徐々に結集が進んで、現在は２つになって
いるという状況です。

　私ども大学生協事業連合の事業について
いえば、堅調に推移しています。特に伸び
ているのはフードサービス、つまり食堂で
す。それ以外の事業として、新学期の重点
活動と言われる組合の加入活動や共済加
入、教科書購入、パソコン購入、住まいに
関する支援、そして就職に関わる支援や学
生の成長に関わる支援があります。これは
「公務員講座」や「英語講座」などの講座
関係です。以上のフードサービス、新学期
のとりくみ、講座関係が事業の大きな柱で
す。
　また、とくに大きな大学生協、たとえば
東大生協や京大生協などでは、先生方の研
究に関わる消耗品関係などの利用も堅調で
すね。それをいれると４本柱になります。

【加賀美】組合員数はどうでしょうか。

【関口】大きな変動はありません。私学の
学生数が少し減少しているため、絶対数は
少なくなっていますけれども、加入率とい
う点ではあまり変わっていません。一部私
学で組織率の落ちてきているところもあり
ますが、全体としては堅調に推移しており
ます。
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学生の食を支えるために
−大学生協におけるキャッシュレス化の現在−
関口 晴美
生活協同組合連合会大学生協事業連合

聞き手：加賀美太記（就実大学准教授）
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キャッシュレス化の
きっかけとなったミールカード

【加賀美】本題に入りますが、現在の大学
生協のキャッシュレス化は、フードサービ
ス（以下、生協食堂）における代金支払い
の電子化が中心になるかと思います。
　実際、私は 2000 年に立命館大学に入学
したのですが、当時からテレホンカードの
ような磁気式プリペイドカードが導入され
ていて、1000 円や 5000 円といった単位で
販売されていました。現在では IC を組み
込んだ組合員証に入金（チャージ）するプ
リペイド方式の電子マネーが食堂などで利
用できるようになっています。
　こういったシステムは、どういった経緯
で導入されたのでしょうか。

【関口】お話の通り、大学生協のキャッシュ
レス化は生協食堂から本格的に始まりまし
た。レジの支払いで現金を使わないという
意味では、今お話に出たテレホンカードの
ような接触型の磁気式カードが始まりで
す。当時は今のような、端末にタッチする
だけの非接触型のカードがまだまだ高価
だったため、比較的安価だった磁気式カー
ドから始まったわけです。
　この磁気式のプリペイドカードですが、
学生に食費として 10 万円を渡したら、食
費を削って何か別のことに使っちゃうので
は…、という不安が保護者にはありますよ
ね。だから、このカードは食堂、あるいは
生協でしか使えませんよ、ということを打
ち出して納得していただいていました。
　その後、IC カードの価格低下、あるい
は FeliCa のような非接触型技術の発展や
普及もあって、現在では多くの生協で電子
マネーが導入されています。呼び方は大学
によって違いますけれども、購買店舗でも

電子マネーを使えるように徐々に広げてき
ています。ただ利用構成比でみると利用頻
度の高いのは圧倒的に生協食堂ですね。
　一連のキャッシュレスに先駆的に取り組
んでこられたのは、中国・四国事業連合で
あり、その後九州事業連合はじめ各地に広
がっていきました。
　磁気式カードのような例もありますが、
大学生協におけるキャッシュレス化の本格
的なきっかけは、全国各地に広がった「ミー
ルカード」というシステムです。これは一
年間の食堂利用代として一定額を先払いし
てもらい、一日当たりの上限額まで食堂で
利用できる仕組みです。多くの大学生協で
組合員証が ICカードになっていますので、
ミールカードに申し込んだ組合員は、組合
員証を食堂のレジでタッチするだけで、生
協食堂の支払いができるわけです。この
ミールカードの普及が、大学生協でキャッ
シュレス化が進んだ大きな理由です。

【加賀美】ミールカードはどのような経緯
で始まったのでしょう。

【関口】ミールカードが始まったのは 2002
年です。背景には、学生の保護者からの生
協食堂への期待がありました。
　たとえば当時、水産大学生協（現在の東
京海洋大学）で、生協食堂を訪れた学生の
母親が、「生協なら子供の食事を全て任せ
られる」といって、１年分の食券をまとめ
て購入されたことがありました。食券をま
とめて購入すると割引がありましたので、
親御さんたちはまとめ買いをするんです
ね。こうしたことは他の大学でもあったの
だろうと思います。
　また、アメリカの大学の取り組みを学ん
だことも影響しています。アメリカの大学
を調査してみると、学生寮と食堂を併設し
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た「ドミトリー」形式がとられていました。
そこでは、一年分の「ミールプラン」を設
けて、料金を先払い制にしてキャッシュレ
スで運営していました。
　こうした保護者の期待とアメリカの事例
の学びから、2002 年９月に中国・四国事
業連合の食堂事業部が、学生の食生活を改
善し、食文化を創造するフードシステムを
つくるという政策を打ち出しました。その
ときに初めて「ミールカード」が提案され
たのです。学生の保護者、とくにお母様た
ちが一人暮らしをする子供の食生活を心配
しており、生協の食堂だったらちゃんと食
事を取るのではないかという思いを受けて
のスタートだったと思います。
　こうした経過がありますので、事業的な
メリットももちろんあるわけですが、それ
よりも本質的な部分である「学生にちゃん
と食べてもらって勉強してもらおう」とい
う考え方を大切にしながら、ミールカード
は進めています。学生が実際に食べている
食事の内容をリサーチして、大学生協の
ミールカードを使って生協食堂で食べる
と、こういう値段でこういうものが朝昼晩
食べられますよ、というメッセージを打ち
出しています。若い学生には栄養が必要で
すし、学生時代は健康な体を作る最後の
チャンスともいえます。だから、大学生協
は当時から食育の活動として「ミールカー
ド」を打ち出していました。こうしたこと
に最も敏感に反応するのが母親で、とても
高く評価してもらっています。
　2002 年に中国・四国事業連合で導入さ
れて以降、ミールカードは急激に全国に広
がりました。その過程で、１日の上限を
1000 円、あるいは 2000 円にするといった
ように、使いやすく、かつ積極的に使って
もらうための工夫を模索してきました。
　さらに、今では食事の履歴も出すように

しています。何時に何を食べたかの決済
データから食べた単品名、栄養価が記録で
きます。この履歴を、保護者も閲覧できる
ようになっていますので、子どもが大学に
ちゃんと通っているかというチェックにも
なります。もっとも、今は個人情報保護法
がありますので、データの取扱いには十分
な注意が必要ですが。
　その他に、この履歴は食生活相談にも活
用できます。それまでは学生に日常の食事
内容を書いてもらっていたのですが、履歴
を持ってくると、それらがすぐにわかりま
す。カロリー計算なども全部出てきますの
で、栄養相談や食生活改善ツールにも使え
ます。栄養士さんのアドバイスにも使える
履歴が残るというのは、食育の面からもと
ても効果的でした。

“Suica”と連携した学食パス

【加賀美】ミールカードは親御さんの支持
を得て普及していったのですね。
電子マネーのシステムは、各大学で共通の
ものを用いているのですか。

【関口】いえ、東京だけは別のシステムです。
2012 年から「学食パス」というものを使っ
ています。
　学食パスは JR 東日本の Suica を使って
おり、ミールカードのような大学生協独自
のカードではなく、また定期券型ではあり
ません。
　東京以外では、大学生協が独自のカード
を作っていますが、東京では Suica の電子
マネー機能の一部を解放してもらって、大
学生協のデータを保存する機能を持たせて
います。
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【加賀美】つまり、Suica という１枚のカー
ドに、Suica 電子マネーと生協電子マネー
の２つの電子マネーの機能が組み込まれて
いるということでしょうか。

【関口】そうなりますね。なので、生協で
学食パスに入金すると、その金額分は生協
でしか利用できません。他のお店などで使
うためには、Suica 電子マネーに入金しな
ければなりません。
　なぜ Suica を利用することにしたのか、
という理由には、東京独自の事情があり
ます。というのも 2012 年当時、Suica が
相当に普及して、関東圏ではスタンダード
になりつつあったんです。東京近郊の学生
の多数は Suica カードを持っていた。そこ
に新たに生協で IC カードを作ると、学生
に電子マネー用のカードを何枚も持たせる
ことになってしまう。これはどうなんだろ
う、という議論を学生たちとおこなったと
ころ、それはあんまり良くないのではない
か、という意見が出されました。そのため、
Suica に生協の電子マネーの機能をのせて
もらい、カードの枚数を増やさずに生協の
電子マネーを利用できるようにしようと考
えたわけです。
　ただし、学食パスも導入の目的は食生活
の改善ということであり、その点で他と違
いはありません。学生の食費がどんどん
減っていること、しっかりと食べたくても
食べられない学生もいることも調査でわ
かっていましたので、とにかくちゃんと食
べてもらおうということで東京も踏み出し
たわけです。ミールカードも学食パスも、
子供に食事をちゃんと取ってほしいという
親御さんのニーズと生協のニーズが一致し
たという形で出来上がったものだと思いま
す。それが今予想以上に大きく広がってい
ます。

【加賀美】確かに学生にとっては、カード
が少ない方がありがたいですね。ただ、独
自の電子マネー機能というと、Suica を運
営する JR 東日本側との調整でご苦労され
たのではないでしょうか。

【関口】そうですね。当時 Suica は他に解
放する事例は少なく使用料の決め方などで
は苦労しました。
　ただ、当時は JR 東日本さんと別の事業
において提携していましたし、学生が使う
ということ、また都内首都圏の多くの大学
が参加しているということで理解をいただ
きました。

電子マネーがもたらした
事業への効果

【加賀美】ミールカードや学食パスといっ
た電子マネーの導入の経営的な効果はいか
がでしょうか。

【関口】一番効果が出たのは、レジの精算
スピードの改善です。飛躍的に早くなりま
した。
　大学の生協食堂は、昼休みの短い時間に
学生が集中します。座席数の限界もありま
すが、一番混雑するのはレジです。早い担
当者でも、１人当たり 20 秒くらいかかり
ます。そこをスムーズに流さないとどんど
ん列が長くなる。学生の食堂に対する不満
のひとつはこの混雑なんです。ところが、
電子マネーだと１人 10 秒くらいで終わり
ます。現金とお釣りのやり取りがないので
レジのスピードが早くなり、学生の不満も
減少し客数も上がってきました。
　レジの混雑が解消され、出食数も増え、
学生の待ち時間もなくなる、レジ締めの作
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業時間も減るといった大きな経営効果が生
まれたと思います。

【加賀美】生協電子マネーやミールカード、
学食パスは前払いになりますが、キャッ
シュフローの改善にも貢献するんでしょう
ね。

【関口】それはものすごい貢献ですよ。入
学時に一気に保護者が入金されるので、
キャッシュフローが良くなりますね。もち
ろん食堂事業は日銭なので、日々お金は入
るものなのですが、ミールカードの何がす
ごいかというと一気に入金があるというこ
とです。
　また、銀行への入金やつり銭の準備と
いったバック業務も激減します。たとえば、
立命館などのキャッシュレス化が進んだ大
学では、大食堂にレジが 10 台あるとした
ら、現金レジは２台くらいです。８台分の
バック業務がなくなるわけですから、これ
はとてつもない改善になります。
　ただ、そこにたどり着くまでは大変です。
電子マネー比率が少なかったりしますと効
果は少ないので。ただ、徐々に伸びてくる
と大きく業務効率が変わります。

【加賀美】電子マネーが普及するにしたがっ
て、事業的なメリットも増えるわけですね。

【関口】その通りです。しかし、やはり結
構な初期投資がかかります。システムへの
投資、レジの買い替えなど、規模の小さな
生協だとコストが重くなかなか進みませ
ん。たとえば、関西北陸事業連合では 48
生協のうち数十の生協で、そうした理由か
ら電子マネーの導入が遅れていました。
　しかし 2014 年からは、事業連合の資産
として計上して、レジを各生協に貸し出す

という方式をとるようになったことから、
規模の小さな生協でも導入が進みました。

【加賀美】反対にデメリットはありますか。

【関口】生協的には全くないですね。以前
と比べると学生さんも電子マネーが当たり
前になっています。むしろ電子マネーが無
いほうが違和感を持たれると思います。
　もしあるとしたら、これはメリットでも
ありデメリットでもあるのですが、ポイン
トの還元率の問題です。ミールカードは入
金や使用時にポイントを付与します。他社
も「ポイント還元率何パーセント！」とい
うキャンペーンを張られますので、生協も
対応など求められます。これが財政的には
結構な負担になるのです。そのため、それ
ぞれの大学生協の経営体力によって、ポイ
ント還元率などは差が出てきます。
　また、事業連合に対しても、商品価格を
値下げするのではなく、価格はそのままで
ポイントを何倍にという商談をしていくこ
とが、会員から求められています。そこが
カードを使うメリットでもあり、経営的な
面ではデメリットとも言えます。
　このポイント周りは難しい部分ですが、
それでも大学生協にとってのミールカード
は事業的に大きくプラスに働いた、ものす
ごいイノベーションであり、仕組みだった
と思いますね。

電子マネーから見える、
生協という仕組みについての
学生の理解の課題

【加賀美】先程、少し話に出ましたが最近
の学生にとっては電子マネーが当たり前に
なっています。
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導入や普及の過程で学生の受け止めなど
で、何か印象に残ったことはありますか。

【関口】当たり前になったからこそだと思
いますが、生協電子マネーはなぜ生協だけ
でしか使えないのか、という意見は出てき
ます。
　いまでは、Suica にしろWAONにしろ、
どこでも使える電子マネーになっています
から。昔は読み取り機によって制限がかけ
られていて、そのチェーンでしか使えない
閉じられた世界だったのですが、今はマル
チになっています。そうした情勢で、なぜ
生協のカードは他で使えないのか、他の商
品を買えないのか、という意見は出てきて
いますね。たとえば、生協ではセブンイレ
ブンの nanaco で決済できないのか、逆に
生協の電子マネーをセブンイレブンで使え
ないのか、といった声が、学内にセブンイ
レブンなどのコンビニが入っている大学で
は、聞こえてきます。

【加賀美】当たり前になったが故に、違い
が分かりにくくなっているのかもしれませ
んね。
　他業者との関係では、先日、早稲田大学
生協がペイペイを導入したことが話題にな
りました。こうした外部の決済システムな
どを利用するにあたっての苦労や課題など
はあるのでしょうか。

【関口】まず、はっきり言えるのは東京な
ど大都市とそれ以外の地域では事情が異な
るということです。東京では生協の独自
カードによる囲い込みを取っていません。
そうした背景もありますので、早稲田大学
生協がペイペイを導入したのは、やはり留
学生が多くなってきたこと、それへの対応
を大学から求められたのが原因だと思いま

す。
　生協は生協でシステムを持っていますの
で、おそらく積極的に導入したわけではな
いと思いますが、大学生協である以上、大
学の要望には大学生協としてもしっかりと
対応する必要があるというのが基本的なス
タンスですね。

【加賀美】事業連合として、他業者のシス
テムを導入しなければならないということ
はなくて、個々の大学の事情に応じてとい
うことですね。

【関口】そういうことです。その大学とそ
の大学生協の事情に応じて、システムが開
かれていくこともあります。今はシステム
的に難しいと言うことではありませんので
個別対応という方針ですね。
　実際、少し古い話にはなりますが、京都
工芸繊維大学の１年生が京都府立大学の
キャンパスで授業を受けるということがあ
りました。どちらも電子マネーを積極的に
導入していたこともあって、学生から京都
工芸繊維大学のミールカードはなぜ府立大
で使えないのか、というクレームなどいた
だきました。
　システム的にはやろうと思えればできる
のですが、会計処理などシステムとは別の
次元で多くの問題が出てくるので、実現す
るにはハードルがあります。
　ただ、大学の交流はこれからもあります
ので、似たような問題はこれからも出てく
ると思います。

【加賀美】実は、私も学生時代は生協の仕
組みをきちんと理解していなかったので、
なんで立命館のカードは同志社で使えない
んだと思っていました（笑）。
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【関口】そうですね。大学生協はそれぞれ
別法人であることを学生は理解できないで
しょう。nanaco をローソンで使えないの
と同じことなんだという点は、理解しても
らう必要がありますね。

大学生協とクレジットカード

【加賀美】キャッシュレスというと、最近
では電子マネーやQRコード決済が話題で
すが、もともとはクレジットカードこそが
キャッシュレスの本丸だった、ともいわれ
ます。
　大学生協でもTuo カードというブラン
ドでクレジットカードを展開されていまし
たが、こちらについても少し経緯や現状を
お伺いできますか。

【関口】きっかけは社会的にクレジットカー
ドが普及し始めたなかで、大学生もクレ
ジットカードを持ち始めたことです。普及
にともなって、学生のキャッシング等のト
ラブルが聞かれるようになり、そもそも学
生がクレジットカードを持つのはどうなん
だろうか、という話題も出始めていました。
そうしたときに、大学生協独自のクレジッ
トカードはできないのか、といった要望が
結構あったんですね。
　一方、生協でも海外旅行に行く学生には
クレジットカードを勧めていたという事情
があって、三井住友カードや JCB と提携
を始めたという経過があります。
　学生が初めて持つクレジットカードとし
てトレーニングカードという位置づけで、
限度額を低く抑えました。また、国内キャッ
シングができないようにしました。その他
にも、顔写真もつけるなど、学生が初めて
クレジットカードを持つというトレーニン

グカードという特徴を強く持たせていま
す。このように、クレジットカードを本格
的に使い始める前の学生向けのトレーニン
グ用として始めたということです。

【加賀美】ちなみに発行枚数はどの程度だっ
たのでしょうか

【関口】８万枚ぐらいだったと思います。
もともとカード会社も含めてカードを持っ
てもらうというのが先決だということで、
学生 1枚当たりの申し込みに対するインセ
ンティブもありましたが、カード会社の政
策も徐々に変わりました。カード発行には
それなりのコストがかかるので、カード枚
数を増やす政策よりも、カードの稼働率を
高めていく政策に変わってきました。
　カード会社の事情も分かるのですが、生
協内部では、実際にクレジットカードを使
う場面で、たとえば海外旅行など必要性の
ある人に作ってもらい使ってもらうという
ことになり、積極的にカードを勧めること
はしなくなっています。また一方で生協の
方針が、電子マネーへとシフトしたという
こともあります。
　あるいは、大学生になって初めてクレ
ジットカードを持つ・使うのではなく、高
校生時代から少しずつ利用している人もい
る時代です。トレーニングカードは、今で
はその役割を終えつつあるのかもしれませ
ん。

消費者としての大学生の
学びと大学生協

【加賀美】最後になりますが、大学生とい
う社会に出る直前の若者を組合員とする大
学生協が、キャッシュレスを通じて消費者
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教育的な役割を果たすことや、そうした可
能性はあるでしょうか。お考えを教えてい
ただけたらと思います。

【関口】一定の役割はあると思います。新
学期には、先輩学生が後輩の新入学生にく
らしの注意点（ゴミの出し方など）や大学
での学びの方法など伝えていくということ
は各大学生協で行われています。それは生
協の学生委員会など組合員活動ですね。こ
の間は、全国大学生協連が発行している「ダ
マされないチカラ養成HandBook」という
消費者教育のパンフレット（悪徳商法の本
質や、法律を使って自分を守る方法など紹
介しています）を活用したセミナーなど
行っている大学生協もあります。
　大学で本格的に消費者として自立する学
生教育は、いろいろな形で取り組まれてい
ます。
　ただ、ミールカードに代表される大学生
協のキャッシュレスは、食事をちゃんと食
べてほしいという親御さんからの希望を取
り入れた大学生協の理念があります。まず
はその点をしっかり柱に据えて取り組んで
いくことが、何よりも大切なんだろうと思
います。

【加賀美】大学生協のキャッシュレスのス
タートは便利さからではなく、ちゃんと食
べてもらうというところから始まったとい
う点は、とても大事なことだと思います。
今のキャッシュレス化は、とにかく便利に
使えればいいじゃないか、という流れのも
とに進んでいるように感じますが、そうし
た理念がある以上他と同じような電子マ
ネーの形にはならないように思います。今
回は大学生協らしさ、という点についても
学ばせていただいたように思います。本日
はありがとうございました。

大学生協のミールカードを使った
ミールプランの案内

（上：同志社大学生活協同組合ＨＰより
下：京都大学生活協同組合ＨＰより）


